
第１回エデュカーレ in たかはし 

 

みんなでつくる高梁の未来ビジョン  

～創造しましょう高梁の未来 語り合いましょうこの街の幸せ～  
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開催日時：平成 26 年 7 月 19 日(土) 13 時 00 分～17 時 00 分 

会  場：吉備国際大学国際交流会館 2 階多目的ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催：エデュカーレ in たかはし実行委員会  

共 催：高梁商工会議所青年部  

後 援：高梁市  

協 力：吉備国際大学井勝研究室  

 

 

 



１．はじめに 

「エデュカーレ in たかはし」は、吉備国際大学の学生が主体となってワークショップ

型の課題解決手法を実践することにより、学生が実践的な課題解決能力を身につけ、社会

に貢献できる人材となることを目指しています。学生が、高梁という地域で、地域と共に

学ばせていただき、少しでも地域に貢献することができればとの思いから企画しました。  

 第 1 回目の今回は、高梁商工会議所青年部の五島会長や高梁市役所の皆様からアドバイ

スをいただきながら準備を進め「みんなでつくる高梁の未来ビジョン」というテーマでワ

ークショップを開催しました。  

なお、「エデュカーレ」は「エデュケーション」の語源となったラテン語で、「引き出す」

という意味があります。学生や市民の皆さんの課題解決能力を引き出すという思いを込め

てフォーラムの名前を「エデュカーレ in たかはし」としました。  

 

 

２．実施内容 

 

１）全体プログラム 

 

13 時 00 分～  

    開会あいさつ・趣旨説明  

13 時 10 分～ 

    高梁市の状況報告と課題の共有  

  １．高梁の歴史と文化（発表：荒木）  

  ２．人口推移と未来の予測（発表：白神）  

  ３．高梁の経済状況（発表：板垣）  

  ４．福祉と医療（発表：安藤）  

  ５．持続可能な社会の指標（発表：花谷）  

14 時 00 分～ 

  高梁の未来ビジョンづくり  

１．ワークショップの説明  

２．グループ分け・アイスブレイク  

３．「幸せ」の抽出  

４．「未来ビジョン」の抽出  

５．「未来ビジョン」の作成  

16 時 00 分～ 

     成果の発表と共有  

16 時 50 分～ 

     閉会あいさつ  

 

 

 



 

 

 

 

プログラムシート

狙い／成果

対象者／人数 時間／場所

時間 狙い／目標 活動内容 進行役 場の設定と準備品

開始 13:00
オープニング ・開始の宣言

・配付資料の説明
・プログラムの説明

ティオミ
コ

・シアター型
・椅子のみでも可
・司会者用メモを準備

開会挨拶
13:10

（10分）

・参加者に趣旨を理解してもら
う
・実行委員の紹介

・エデュカーレ in たかはしの説明 矢田 ・趣旨書を読む

情報共有
14:00
(50分)

・ワークショップの前に参加者
で情報を共有する

①高梁市の歴史と文化（荒木）
②人口推移と将来予測（白神）
③経済活動の状況（板垣）
④福祉と医療（安藤）
⑤幸せの概念（花谷）

ティオミコ ・パワーポイントで説明
・パソコン
・プロジェクター
・ポインター

ワークショップの
オープニング

14:05
(5分)

・ワークショップのテーマと目標
を説明する

・ワークショップの説明
・グランドルールの説明
・休憩の説明

井勝 ・プログラム貼り付け
・グランドルール貼り付
け

グループ分け
14:20
(15分)

・アイスブレイク ・グループ分け
・アイスブレイク（チェックイン）

井勝 ・笛
・ストップウォッチ
・グループワーク

アクティビティー１
15:45
(25分)

・幸せの抽出 ・ブレインストーミング＆ＫＪ法
・ワールドカフェ

井勝 ・ポストイット（中）
・模造紙
・マーカー（小）・（大）

アクティビティー２
15:30
(45分)

・未来ビジョンの抽出 ・ブレインストーミング＆ＫＪ法
・ピラミッドランキング

井勝 ・ポストイット（中）・（大）
・模造紙（中）・(大）
・マーカー（小）・（大）

アクティビティー３
16:00
(30分)

・未来ビジョン作成 ・未来ビジョンの作図 井勝 ・模造紙
・マーカー（小）・（大）

アクティビティー４
16:50
(50分)

・シェアリング／プロセッシング ・グループ毎の発表
・５分×１０グループ

井勝 ・ホワイトボード
・磁石
・指し棒

エンディング
17:00

（10分）

・まとめ
・アンケート記入

・おわりの挨拶（五島） ティオミコ ・椅子のみ
・ホワイトボード

準備物等
　　　①ワークショップ用品
       　・模造紙・ポストイット・マーカー・テープ・はさみ ・磁石・タイマー・笛・指し棒　・ストップウォッチ・A4用紙
　　　②プロジェクター　　　③スクリーン　　　④ホワイトボード　　　⑤ポインター　　　⑥カメラ
　　　⑦放送機器一式　　　⑧ＣＤプレーヤー　　　⑨飲み物、コップ、おやつ、チョコレート、アメ等
　　　⑩菓子盆　　　⑪名札　　　⑫アンケート回収用の箱　　⑬名札回収用の箱

場所：吉備国際大学国際交流会館
時間：１３：００～１７：００

研修会等名称：第１回エデュカーレ in たかはし

ＷＳタイトル：高梁の未来ビジョン

対象者：60人が目標
　　　　　市民30人、大学生20人、高校生10

目的
　　地域課題を解決するための手法を身につけた人材の育成
目標
　　高梁の未来ビジョンの作成



２）ワークショッププログラム 

 

１．オープニング（５分）  

 １）ＷＳテーマと目標の説明  

 ２）プログラムの説明  

 ３）グランドルールの説明  

 ４）休憩は適宜自由にとってもらうことの説明  

 

２．グループ分け＆チーム・ビルディング（１５分）  

 １）グループ分け（６～７人一組）（５分）  

  ①３０才以下と３０才以上に分かれる。  

  ②輪になってもらう（時間があれば誕生日順）  

  ③１番から番号を付ける。（グループの数だけ）  

   注）全体の人数を確認しておき、１グループが６人になるようにグループの数    

を決定しておく。  

 ２）アイスブレイク（チェックイン）（１０分）  

   一人ずつ順番に，最近身近にあった出来事や気になるニュースなどを１分程度  

で話す。進行役がコメントをする必要はない。一人の発言が終わるたびに拍手を  

して場を盛り上げる。  

  《テーマ》  

   ・名前、所属、血液型と生まれたところ  

   ・マイブーム  

   ・最近一番うれしかったこと  

 ３）グループ名（２分）  

   ・グループ名を考える。Ａ４用紙を４つに折りグループ名を書く  

 

３．幸せな生活の抽出（ブレインストーミング＆ＫＪ法）（２５分）  

 １）項目の抽出（５分）  

  ・「あなたが考える幸せな生活とはどんな生活ですか？」  

  ・個人でポストイットに書き出す  

 ２）ポストイットの読み上げ（５分）  

  ・一人ずつ読み上げながらポストイットを貼り付ける  

 ３）項目の抽出（１０分）  

  ・ポストイットを模造紙の上でグループ分け  

  ・各グループはどういう項目か，題名をつける  

 ４）ワールドカフェ（５分）  

・他のグループで抽出された幸せを見て回る  

 

 



４．高梁の未来ビジョン抽出（ブレインストーミング＆ＫＪ法＆ピラミッド）（４５） 

 １）項目の抽出（５分）  

  ・「あなたが暮らしたい地域社会はどんな社会ですか」  

  ・個人でポストイットに書き出す  

 ２）ポストイットの読み上げ（５分）  

  ・一人ずつ読み上げながらポストイットを貼り付ける  

 ３）ポストイットのグループ分け（１０分）  

  ・ポストイットを模造紙の上でグループ分け  

 ４）項目の抽出と題名付け（５分）  

  ・各グループはどういう項目か、題名をつける。  

 ５）題名をポストイット（大）に書き出す（５分）  

 ６）ピラミッドランキングの実施（１５分）  

  ・最も大切だと思うものを一番上に一つ  

  ・次に大切だと思うものを二段目に二つ  

  ・その次に大切だと思うものを三段目に三つ  

  ・この要領でピラミッドを作る  

 

５．高梁の未来ビジョンのまとめ（３０分）  

 １）ピラミッドランキングの最上位項目を模造紙の真ん中に貼る。  

 ２）その項目の達成に必要な事項、関係する事柄をポストイットに書き出す（５分） 

 ３）その理想を実現できる社会はどんな社会か作図する。（２５分）  

 

６．シェアリング／プロセッシング（６０分）  

 １）グループ単位で発表（６グループ×５分） 

 ２）時間的に可能ならグループに分かれて  

  ・今日のワークで感じたこと（全員 一人１分×６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．実施結果 

１）参加者 

   参加者は、一般市民（教員、主催者を含む）１８名、学生・生徒１７名の３５名で

あった。アンケートは主催した井勝研究室の学生を除き、２０名の方から回答があっ

た。以下にアンケート結果をまとめた。  

 （１）アンケート回答者の年齢・性別・居住地  

   

             

  

（２）ワークショップ等の評価  

    

    

        

年齢 来場者数
10代 3
20代 1

30代 2
40代 10
50代 2
60代 1
70代 1
80代～ 0

性別 来場者数
男性 17
女性 3

居住地 来場者数
高梁市内 12
高梁市外 8

1点 2点 3点 4点 5点 有効回答 無回答
スタッフの動き 0 0 1 5 13 19 1
全体プログラム 0 0 0 6 13 19 1
ワークショップ 0 0 1 5 13 19 1

1点 2点 3点 4点 5点 有効回答 無回答
まちづくりの
参考になる

0 1 0 7 11 19 1



２）ワークショップの結果 

（１）「あなたが考える幸せな生活とはどんな生活ですか？」で抽出された項目  

高梁の未来ビジョンを考える場合、地域住民が幸せな生活を維持できる社会を創るこ

とが必要であると考え、「あなたが考える幸せな生活とはどんな生活ですか？」という

問いかけを行った。この問いかけについて、ブレインストーミングにより多くの項目が

書き出され、各項目をＫＪ法によりまとめたところ下記の項目が抽出された。  

 

・グループ A：人間関係、欲(物、時間)、精神的幸せ、健康、安心・安全  

 ・グループ B：仕事、友人・人間関係、趣味、夢・希望、メンタル・心、  

フィジカル・健康  

 ・グループ C：健康、安心・安全、便利な生活、趣味、ふれあい、友人、家族、愛、  

仕事、ボランティア、お金  

 ・グループ D：健康、趣味、時間、自然、生活関係、社会、人間関係、精神  

 ・グループ E：趣味、心身の健康、衣・食・住、人間関係、時間、お金、  

役割・やりがい、生活環境  

 ・グループ F：街づくり、趣味、安心・安全、欲望、おいしいごはん、友達、家、  

自然、地域、家族  

 

 

（２）「あなたが暮らしたい地域社会はどんな社会ですか」で抽出された項目  

高梁の未来ビジョンを作成する前に、「あなたが暮らしたい地域社会はどんな社会で

すか」という問いかけを行い、ブレインストーミングとＫＪ法により項目を抽出した結

果、下記の項目が抽出された。  

 

 ・グループ A：観光資源、人付き合い・人のつながり、立地、施設、安心・安全、  

気候・環境、政治・経済  

 ・グループ B：自然、精神面、安心・安全、利便性・インフラ整備・生活基盤、  

ワクワク、政治、福祉  

 ・グループ C：自然、経済、安心・安全、若者、コミュニケーション、医療、  

にぎやか、特産品、趣味  

 ・グループ D：コミュニティー、癒し、生活、安心・安全、医療・福祉・教育、  

施設・設備、インフラ  

 ・グループ E：産業、環境、安全、医療・福祉・教育、コミュニティー、交通、娯楽  

 ・グループ F：安心・安全、地域交流、にぎわい、交通、自然、子ども・若者、  

その他(有名人がいる、農業が盛んなど) 

 

 

 

 

 



（３）各グループが作成した高梁の未来ビジョン  

 ①チームゆずこしょう  

   このグループは、若者の定住と世代間のつながりを重要なこととして考え、高梁の

未来ビジョンを作成しました。高梁の現状から未来ビジョンに必要なものを考え出し、

まとめました。  

      

 

 ②チーム伊達メガネ  

このグループは、コミュニケーションを通じて高梁の未来ビジョンを作成していま

した。そのためには、人としての基本的なあいさつや世代間交流、市内交流、外部交

流を必要と考え、その結果高梁を何度でも来たい街にすることができるのではないか

と考えました。  

      



③チーム財布賃夫  

このグループは政治・経済を高梁の未来ビジョンを考える上で重要なものと位置づ

けました。政治・経済が良くなれば社会全体がいい方向へと動き出し、さらに循環さ

せることができるのではないかとまとめました。  

       

 

 ④チームあい  

このグループは、「環境」を中心に高梁の未来ビジョンを考えました。  

環境から様々なものが派生していき、最終的には医療・福祉・教育の充実や、コミュ

ニティの発展などにつながると考えました。  

       

 



 ⑤チームよりどりみどり  

このグループは、医療と福祉、教育が高梁の未来ビジョンを考える上で重要である

と考えました。そのために必要なものとして、雇用や医療施設、設備の充実といった

ものが必要であるとまとめました。  

   

  

 ⑥チームアンディ  

   このグループは、安全・安心を高梁の未来ビジョンを考える上で最重要なこととし

て考えました。安全・安心な町をつくるためには、緊急時の素早い対応、防災体制、

交通安全、明るい町であることが必要であるとまとめました。  

        



３）アンケート記載事項のまとめ 

 

＜良かった点＞ 

・自分の意見を大事にしてもらえる。これはだめだという事がない。  

・"Post it"方式は発表する（考える）人の性格がよくわかります。とても楽しかったで

す。 

・真剣に高梁の未来を考えました。  

・世代の違うメンバーと意見交換ができ、良かった。  

・準備、設営、大変おつかれとおもいますが、ありがとうございました。  

・自分の考えていない意見もたくさんあって、勉強になりました。  

・学生さんが一生懸命、リードしようとしていました。  

・いろいろな世代のお話が聞けて良かった。  

・世代を越えたコミュニケーションを持てた笑  

・高梁の魅力、課題についての発見。  

・様々な年代の人との話し合いができた。  

・各グループともテーマが分かれていて、問題点を認識できた。  

・色々な世代の方とお話しできたこと。  

・充実した時間でした。  

・社会人と学生が意見を出し合えたこと。  

・各班の考えが違う結果になったこと。  

・高梁の未来が明るくなったこと。  

・スタッフが率先して動けていた。  

・いろんな年代の人の意見が聞けてよかった。  

・プログラムの企画がよかった。  

・大人と学生との会話をつうじて様々な意見をかわせた。  

・学生からのこのまちにたらないものを感じた。  

・若い世代の方々と交流できた点。  

・留学生、若い学生さんと話が出来たこと、考え方を聞けたこと。  

・進め方が参考になったこと。  

・学生さんの発表力に感心したこと。  

・世代を超えて、色々意見が聞けたこと。  

・活発な意見が出る雰囲気作りがすばらしかった。  

・学生のみなさんの様子が大変よかったです。  

・学生が積極的だった。  

・ワークショップが良い。  

・色んな意見がきけ、勉強になりました。  

・次に活せる話ができました。  

 

 

 



＜悪かった点＞ 

・学生さんの高梁に望むものをもっと聞きたかったです。  

・事前のアンケートで、吉備国際大学の学生さんの状況、高梁に住んでいない理由、将

来、高梁に望む事の意見がほしかったカナ  

・高梁市の現状報告、課題について、もう少し具体的に問題点があればおもしろいと思

いました。  

・各セッションで、めざすイメージができにくかったです。  

・自分の班（6 班）に学生ファシリテータがいなかった気が…  

・「○○社会」というテーマでは、考えるのが難しかったです。  

・初めてであったので、少し動きにとまどっていた。  

・ワークショップの課題が大きかった。  

・声が小さい。  

・グループの年令差が大きすぎることはよいとも言えるし、ちょっと温度差を感じるこ

ともある。  

・タイムスケジュール（ワークショップ）がきびしかった。  

 

 

＜感想＞ 

・本日はありがとうございました。私達の活動の中に“学生応援協力隊”があります。

いつも感じるのは私達の一方的な協力であり、学生の要望を取り入れてない協力です。

今日の様に学生さんと一緒に“何が必要か”“学生さんが高梁に望んでいるものは何

なのか”しっかり話しあえるといいなと思いました。  

・「高梁ならでは」…の、話が出しにくい展開で、ほとんど気の利いた意見を出してあ

げられず、申しわけなかったです。今後は、ぜひ、テーマをしぼって…「高梁の未来」

のひとつのテーマ、「生涯学習エリアづくり」好適地だと思います。  

・ワークショップ後に懇親を持てる時間があれば… もっと学生さんの意見をフリート

ークでもお伺いしたい。  

・話し合うことで理想の高梁は見えてきたように思うが、これを実現するためには若手

と大人、地域の人々とのつながり、コミュニケーションを取ることが大切だと思う。 

・今後もエデュカーレ in 高梁のようなイベントを続けて行けば、何か新しい物が生まれ

る気がしました。  

・大学が地元に根ざした活動を行っていただけたことが今後の発展につながると感じま

した。  

・今日の話し合はとてもさんこうになりました。これからも生かしていきたいです。  

・自分の発想とは違った人たちの意見をきけてなるほどそういう答えもあるんだとわか

った。とても楽しかったです。  

・皆さんの意見を聞いて、未来の高梁への想いを感じました。若者のにぎわう町にした。

「人」を大事にした。  

・“人”“つながり”が未来を作っていく…。  

・実行委員会を組織したことはすばらしい。最初のプレゼンテーションがとてもよかっ



た。しかも学生さんが調べて発表したこと、内容もしっかりしていたこと、とてもよ

かった。  

・具体的な施策まで発表していない部分もあり、今いちであった。  

・これからもこういった取組をつづけて下さい。 

・人数を多くして、また開催してほしい。  

 

 

４．おわりに 

  吉備国際大学学生の企画・運営による「エデュカーレ in たかはし」を開催し、学生

にとっては大学では学べない多くのことを学ぶことができました。この企画は学生が、

高梁という地域で、地域と共に学ばせていただき、少しでも地域に貢献することができ

ればとの思いから企画されたものです。  

  今回は、高梁の未来ビジョンについて考えるワークショップを行いましたが、テーマ

が大きかったこともあり、最後のワークで挑戦した未来ビジョンづくりは失敗であった

といえます。しかしながら、参加者同士で高梁の未来について話し合ったことは今後の

地域づくりに生きてくるものと思います。なによりも、学生が地域づくりの大切さに気

づき、将来自らが積極的に地域づくりに関与するためのきっかけになったことと思いま

す。 

  「エデュカーレ in たかはし」は吉備国際大学の学生が、高梁という地域の中で、地

域について学ばせていただき、学生の課題解決能力を向上させるとともに、地域のため

に役に立つ活動につながることを期待して開催しているものです。今後も試行錯誤を続

けながら継続して開催していきたいと考えています。  

 

 

５．付録 

１）実行委員名簿 

◇実行委員長  

矢田 勇介（国際環境経営学部  環境経営学科 3 年） 

◇副実行委員長  

白神 章文（国際環境経営学部  環境経営学科 3 年） 

髙山 眞紀子（社会科学部 経営社会学科 2 年）  

◇実行委員  

安藤 皓星（国際環境経営学部  環境経営学科 3 年） 

崔 善基（チェ ソンギ）（国際環境経営学部  環境経営学科 3 年）  

Tiomico Lea Krizzel(ティオミコ レイア クリゼル)（環境経営学科 3 年）  

花谷 ほな美（国際環境経営学部  環境経営学科 3 年） 

荒木 佑介（社会科学部 経営社会学科 2 年）  

在末 潤平（社会科学部 経営社会学科 2 年）  

板垣 拓哉（社会科学部 経営社会学科 2 年）  

 



 ２）情報共有資料 

①高梁の歴史と文化（荒木・ティオミコ） 

  

    

    

  

 

 



②人口推移と未来の予測（白神・チェソンギ） 

    

    

  

    

 

 

 



  

 

 

  ③高梁の経済状況（板垣・高山） 

    

    

  

 



    

    

 

 

  ④高梁の医療・福祉（安藤・矢田） 

  

    

 



    

 

 

④持続可能な社会の指標（花谷・在末） 

   

  

  

 



  

 

  

    

   

 

 

 



 ３）チラシ 

 

 

 

  

    

 

 

 



 ４）アンケート 

 

 

 

 

 

 



 ５）写真 

 

①受付風景  

  

 

 

②司会者（ティオミコ）と実行委員長（矢田）の挨拶  

  

 

 

③ファシリテーター（井勝）と閉会の挨拶（五島）  

  

 



④アイスブレイクとグループ分け  

  

  

 

 

 

 

⑤高梁の現状報告  

  

 

 

 

 



  

 

 

 

⑥ワークショップ風景  

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 



⑦各グループの未来ビジョンの発表  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 



⑧グループ内でシェアリング  

  

 

⑨シェアリング結果の発表  

   

 

  

 

  

 

 


